
図書館の本だな 
～３・４年生 おすすめの本のリスト ２０２１～ 

 

火山はめざめる 
はぎわら ふぐ 作 福音館書店 Ｅ－ハ 

火山
か ざ ん

は、ほとんどの時間
じ か ん

しずかにねむっていて、めをさますのはねむりのあいまの、ほんの

ひとときだけです。ある夏
なつ

の日
ひ

、「ドン！」と大
おお

きな音
おと

がひびきわたりました。火山
か ざ ん

のまわり

にすむ人
ひと

びとは、この音
おと

がなにか知
し

っていました。火山
か ざ ん

がめをさまして、むくむくしたかたち

の、黒
くろ

いけむりがたちのぼっていました。 

 

じっぽ 
たつみや 章 作 あかね書房 ９１３－タ 

大洪水
だいこうずい

の翌日
よくじつ

、太郎
た ろ う

は学校
がっこう

の帰
かえ

り道
みち

で、どろどろになっているぬいぐるみのようなものをみ

つけます。家
いえ

に持
も

って帰
かえ

ってあらうと、頭
あたま

のてっぺんは、毛がなくへこんでいて、カメのせ

なかみたいなものがあらわれました。そして、それはもごもご動
うご

いて「きゅるるる」といいま

した。太郎
た ろ う

はよく考
かんが

えて、こいつはカッパらしいと決
き

めます。 

 

がんばれヘンリーくん 
ベバリイ・クリアリー 作 松岡 享子 訳 学研プラス ９３３－ク 

ヘンリーは、ペットショップに行
い

くのが大
だい

すきで、いちばんすきなのはさかなです。ある

金曜日
きんようび

、ヘンリーは熱帯魚
ねったいぎょ

のグッピーが安
やす

かったので買
か

いました。家
いえ

に帰
かえ

っておかあさんに金
きん

魚
ぎょ

ばちを見
み

せると、おかあさんはグッピーのあかちゃんがいるのに気
き

がつきました。ヘンリー

は図書館
としょかん

へ行
い

って、熱帯魚
ねったいぎょ

の本
ほん

をかりて帰
かえ

ります。 

 

カルペパー一家のおはなし 
マリオン・アピントン 文 清水 眞砂子 訳 瑞雲舎 ９３３－ア 

デビーのお父
とう

さんは、大
おお

きな紙
かみ

で人形
にんぎょう

たちのすむ家
いえ

と、その家
いえ

にすむ紙
かみ

人形
にんぎょう

の夫婦
ふ う ふ

、四人
よ に ん

の男
おとこ

の子
こ

と四人
よ に ん

の女
おんな

の子
こ

を作
つく

りました。お父
とう

さんは、この家族
か ぞ く

の名字
みょうじ

はカルペパーにしよう

といい、デビーもさんせいします。紙
かみ

の家
いえ

は、子
こ

ども部屋
べ や

のすみにうつされ、カルペパー家
け

の

人
ひと

びとは、自由
じ ゆ う

にうごきまわることができました。 

 

 

 



イワシ大王のゆめ 
チョン・ミジン 再話 イ・ジョンギュン 絵 おおたけ きよみ 訳  

光村教育図書 Ｅ－イ 

むかしむかし、東
ひがし

の海
うみ

に三千年
さんぜんねん

いきているイワシ大王
だいおう

がいました。ある日
ひ

、大王
だいおう

は、体
からだ

が

天
てん

たかくとびあがったらすぐにおち、雪
ゆき

がふってきたとおもったら、おひさまがてりつけるゆ

めをみます。なにかただならぬゆめにちがいないとおもった大王
だいおう

は、ゆめうらないがよくあた

ることでゆうめいな、西
にし

の海
うみ

のハゼをつれてくるよう、家来
け ら い

のヒラメにいいつけました。 

 

えほん なぞなぞうた 
谷川 俊太郎 文 あべ 弘士 絵 童話屋 Ｅ－ア 

なぞなぞは、ことばあそびのひとつです。 

「かけてもかけても はやくなれない かけてもかけても ゴールにつけない」 

 さて、このなぞなぞのこたえは？ 

 

ネコとなかよくなろうよ  
トミー・デ・パオラ 作 福本 友美子 訳 光村教育図書 Ｅ－デ 

パトリックは、キララおばさんのところにネコをもらいにきました。おばさんの家
いえ

には、シ

ャムネコやマンクスなどいろんなしゅるいのネコがいます。パトリックはおばさんからネコの

れきしや、そだてかたをおしえてもらいました。 

 

ぬすまれた宝物 
ウィリアム・スタイグ 作 金子 メロン 訳 評論社 ９３３－ス 

ガチョウのガーウェインは、王室
おうしつ

の新
あたら

しい宝物
ほうもつ

殿
でん

の見張
み は

り役
やく

主任
しゅにん

になりました。宝物
ほうもつ

殿
でん

の

かぎをもっているのは、ガーウェインとクマのバジル王
おう

だけです。ある日
ひ

、ガーウェインは、

ルビーの山
やま

がいつもよりちいさい気
き

がして、大
おお

あわてでルビーをかぞえました。そして、何個
な ん こ

かなくなっていることを報告
ほうこく

しに、王
おう

さまのところへ行
い

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



口ひげが世界をすくう？！ 
ザラ・ミヒャエラ・オルロフスキー 作 若松 宣子 訳  

岩波書店 ９４３－オ 

ヨーヨーのおじいちゃんは、おばあちゃんがいなくなってからひまになりました。ある日
ひ

、

新聞
しんぶん

をよんでいたおじいちゃんが、いきなり大声
おおごえ

をあげて家
いえ

をでていきました。かえってきた

おじいちゃんは、ひげ用
よう

のクリームやブラシやはさみをかってきたのです。ヨーヨーがきくと、

おじいちゃんはひげのチャンピオンになろうと思
おも

う、といいました。 

 

火曜日のごちそうはヒキガエル  
ラッセル・Ｅ・エリクソン 作 佐藤 凉子 訳 評論社 ９３３－エ 

二
に

ひきのひきがえるのきょうだい、ウォートンとモートンは土
つち

の中
なか

のいごこちのいい家
いえ

に住
す

んでいました。ウォートンがトゥーリアおばさんにさとうがしをもっていきたいというと、モ

ートンはびっくりしました。地面
じ め ん

の上
うえ

は冬
ふゆ

なのです。すると、ウォートンは雪
ゆき

の上
うえ

はスキーで

行
い

けばいいといいます。つぎの日
ひ

から三日間
みっかかん

、ウォートンはスキーづくりにかかりました。 

 

 

 

 


